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1. 本誌 は､物性 の研究 を共同 で促進 す るた め､石升究 者 がその研究 ･意
見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情報 を速 や か
に交換 しあ うこ とを目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇
載 内容 は､研究 論 文､研究会 ･国際会議 な どの報告 ､講義 ノー ト､
研究 に開通 した諸 問題 につ いての意見､ プ レプ リン ト案内､ニュー
スな どです ｡
2. 本誌 に掲 載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 を行 ないませ
ん｡ 但 し､編 集 者 が本誌 に掲載 す るこ とを著 しく不適 当 と言忍めた も
の につ いては､改訂 を求 め､ または掲 載 を拒 絶 す ることがあ ります｡
3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術雑誌 に引用す る と きは､著者 の承諾 を
得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡
投稿規定
1. 原稿 は400字詰原稿 用紙 を使用 し､雑こ誌 のペー ジ数 を節約 するため
に極 力簡青紫にお書 き下 さい0
2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡
3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿規定 に準 じ､
立体 "["､ イ タ リック "_ "､ ゴシ ック "vv "､ ギ リシャ文字 "ギ"､
花 文字 ､大 文字 ､小 文字等 を赤 で指定 して下 さいo 又特 に区別 しに
くいOとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､xと×(カケ
ル)､ uとV､ †(ダガ､-)と+ (プラス)､¢と卓とF'と¢等 も赤 で指定 し
て下 さい ｡
4, 数式 は 3行 に わた って大 きく書 いて下 さい｡
5. 1行以内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず改行の際
の切 れ 目 を赤 で才旨走 して下 さい｡
6. 図 は その まま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス された もの)
とその コ ピー を本 文 と別 に論文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位置 を
本 文の欄 外 に赤 で指定 して下 さい ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しません0
図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19CⅡf) 以内 に入 らない もの､ その まま印
刷 で きをい図 は原則 と して著者 に返 送 し､書 き改 めていただ きます ｡
図 中の文字 は才舌字 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に
添 えて下 さい｡
7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだけ避 け るよ うに して下 さい｡
8. 別刷 御希望 の方 は投稿 の際 に50部以上10部 単位 で お申込 み下 さい｡
別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 にご請求下 さい) に従 い､別刷 を.受取 っ
て か ら 1ケ月以 内 に納 めて下 さい｡ (郵便切 手 による.受付 はいた し
ません｡)
9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で､原則 と して次 月発行誌 に掲載 され ます｡
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日時 :1988年 9月30日 (金 ) 11 ;30-14 :40
出席者 :伊達宗行 中嶋貞雄 石井武比古 遠藤裕久 勝木渥
糟谷忠雄 金森順次郎 川村消 久保亮五 小林俊一
佐藤清雄 鈴木増雄 豊沢豊 長岡洋介 藤田敏三
守谷亨 山ul携二 山田安定 禅索英
上村凍 1(IUPAP専門委員 ) 中村輝太郎 (IUPAP専門委員 )





では､極 限 レーサー部門､特 にエキシマ レーザー に関する研究報告を行 っ
+=｡現在 ､当初目標 lTWを上回 り4TWに達 し､非線形光学効果を用 い
たⅩUVコ ヒー レン ト光の発生 をめざしている｡
○将来計画 については､近 い将来の計画に加えて､予想 されるキ ャンパス移
転に関連 して長期将来捕想を まとめる必要が生 じたので目下立案中である｡
基本方針 としては､物性研究所が従来開発 してきた大型研究施諺 (放射光
と中性子回折 )､極限物性研究設備､および基礎的研究設備を充実発展 さ
せ､さらにこれらの研究設備の有機的結合による新 しい研究手法の開発を
図ること､また､これ と平行 して新物質開発計画を拡充発展 させることに
より､最先端の物性科学研究に不可欠な高度の総合性を具 え一国際水準を
抜 く研究所 として発展することをめざす ｡ また国際的な研究交流セ ンター
としての機能を大幅に強化 したい ｡
3.前期 Workinggroup報告 (伊達宗行､金森順次郎 )
○那 13●糊 に設置された大型施設計画 ワーキンググループ (伊達 )および基
























































Development of a System for Heavy Neutral Beam




Visible and VUV SpectroscoplC Diagnostics on
Heliotron E
10-3 K.ItohIS.-Ⅰ.Itoh and.A.Fukuyama
Density Clamping and Power Deposition Profile in
RF Heated Plasma in Toroidal Helical Systems
10-4 S.氏.White,D.∫.ScalaplnO,R.L.Sugar,N.E.Bickers
and 玩.T.Scalettar
Attraetive and Repulsive Pairing lnteraction
Vertices for the 2D Hubbard Model
10-5 Michael J.Tannenbaum
Measurement of Energy Flow from Oxygen,Silicon and
Proton Interactions with Nuclei at the BNL Tandem-
Ags
10-6 N.E.Bickers,D.∫.Scalapl.nO and S.求.White
Conserving Approximations for Strongly Correlated
Electron Systems :Bathe-Salpeter Equation and
Dynamics for the Two-Dimensional Hubbard Model
10-7 Jose Carmelo and i)ionys Baeriswyl
Solution of the One-Dimensional Hubbard Model for
Arbitrary Electron Density and Large U
10-8 Su Zhao-bin,Don虞 Jim-ming,Yu Lu and S九en Jue-1ian
Possible Coexistence Of Antiferromagnetism and I
Superconductivity in the Hubbard Model
10-9 Zhi-hong Ming,Jin一ming Dong and Tsung-ham Lin
Mean Field Solution of Slave Bosom Theory to a
Mixed Valence Tm Impurity System
-32-
プレプリント案内
10-10 Dionys Baeriswyl and KazumiMaki
lnterchain Order and Electron-Hole Photogeneration
in Trams-Polyacetylene
10-ll D.Jelcic,A.Bjelis and I.Batlstic
lnterference Effects in the Nonlinear Charge
Density Wave Dynamics
10-12 Yuji Nakamur･a and Masahiko Wakatani
Transport Simulations of New Stellarator/Heliotron
Devices Based on the Neoclassical Ripple Transport








10月 17日 里 洋氏 (Perdue大学,U･S.A･)
｢長周期規則格子合金における非整合 一 整合転移｣
10月 20日 石井武比古氏 (東大物性研 )
｢シンクロトロン放射による固体分光｣
10月 26日 長岡 洋介氏 (名大 ･理 )
｢超伝導の話｣- いわゆる高温超伝導を中心にして -
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形 態 形 成 の 科 学 的 研 究
(Ⅰ)
昭和62年度 文部省科学研究費 総合研究 A
科研費研究会報告




小川 泰 筑汲大･物理工 はじめに
三浦 公売 宇宙科学研 たたみこみの蔑何字
宮崎 典二 神戸大･教養･国学 正多泡体による4次元空間充填固形
中村 義作 倍州大･工 ダブル充填固形




古田 博之 京大･教養･物理 パーコレー ション･バター ンのトポロジー
郡山 正 東京造形大 形の体系について
産美 特車 工技院･製品科研 国表現の基本的方法
出原 栄一 大阪芸大 国官拝の国的特性
高木 隆司 東京A工大･物理 洗体力学の鉄何学的閲見
本多 久夫 鐘紡･ガン研 二枚類の細胞が放きつまった多角形パター ン








1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 をとってい ます｡ した がって､ 3月末 ま
で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡
をお新規 入会 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し
て､100円 お支払 い下 さい｡
1年 間の会 費
1stvolume (4月号～ 9月号) 4,200円
2nd volume (lo月舌- 3月号) 4,200円
計 8,400円
(1年分 ま とめて お支払 いが困艶 の向 きは 1volume 分 ずつ で も
結構 です)
2. 支払 いの際 の注 意 :在 るべ く振 替用紙 を御利用 の上御納 入下 さいO
(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠慮 下 さい)
をお通信欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さい｡
雑誌購 読者以外 の代理 人 が購読 料 を送金 され る場 合 ､必ず会 員本
人の名前 を明記 して下 さい ｡
3. 送本 中止の場 合 :次 の volumeよ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､
かを らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡
4. 会 費の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く2
voノls.以上 の会 費 を滞納 されたこ場合 には､送本 を停 止 す ることにを
って い ますの で御留 意下 さい0
5. 一括 送本 を受 け る場 合 '.個 人宛 送本 中 に大学 等 で一括 配布 を受 け
る様 になった場 合 は､必 ず ｢個 人宛送本 中止 ､一括 配布希望 ｣ の通
知 を して下 さ い ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡
6. 送本 先変更 の場合 :住 所･､勤務 先の変更等 によ り送本先 が変 った
場合 は､必ず送 本先変更届 を提 出 して下 さい｡
学校 ､研 究所等機三関 会員
1. 会 費 :学校 ･研 究所 等 での入会 及 び個 人 で あって も公費払 いの と
きは機 関会員 とみ を し､代金 は､ 1冊 1,300円､ 1Vol.7,800円､
年間15,600円 です｡ この場合 ､入会金 は不用 です ｡ 学校 ､研 究所 の
会 費の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み をされ る時 ､支孤
いに請求 ､見積 ､納 品書が各何通 必要 か をお知 らせ下 さい｡
なお､ 当会 の請 求 書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､
貴研究機 関の請 求 書類 を送付 して下 さい｡
2. 送本中止 の場 合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め
られ ません ｡ 退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中止時 期 を明
記 して ｢退 会･届｣ を送付 して下 さい｡
雑誌未着の場合 :発 行 日よ り 6ケ月以 内に当会 まで ご連 絡 下 さい｡
物性 石汗究刊行･会
〒606~京都 市左京 区北 白川追分 町 京 都大学湯 川記念館 内
℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540ー(直通)
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